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令和３年度 学校運営委員会の開催状況 

 令和３年度の第１回学校運営委員会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、

書面をもって学校運営委員会の熟議に代えた学校は１８校ありましたが、第２回の開催状

況は、１１月末の時点で全ての学校が対面で開催しています。今回はその中から、江別第

一中学校の様子を紹介します。 

 

 江別第一中学校の第2回学校運営委員会は、11

月 18 日（木）の 18 時から、特別支援学級教室

を会場に行われました。 

 石堂委員長、鹿野校長のあいさつに続いて、川

田主幹教諭から、学校祭やあおば学級（特別支援

学級）の行事の様子、修学旅行等の様子や部活動

の実施状況、中学校区での連携した取組の経過報

告が行われました。続いて赤井教頭から、教職員

の中間評価結果と今後の学校評価の流れが報告さ

れ、その後、意見交換が行われました。 

委員の皆さんからは、制服の変更や校則の見直し、GIGA スクールでの 1 人 1 台端末の

活用方法、生徒への自転車の乗り方の指導についての意見が出されました。 

 第 3 回の学校運営委員会は、2 月下旬に開催し、学校関係者評価を行う予定です。 

えべつ型ＣＳの取組 「学校関係者評価」について 
学校関係者評価とは、自己評価（教育活動その他の学校運営の状況について学校自ら行

う評価）の結果を踏まえて、保護者、地域住民等の学校関係者が行う評価のことをいいま

す。平成１９年の学校教育法及び同法施行規則の改正により、自己評価の義務化と学校関

係者評価の努力義務化がなされました。 

 平成２９年４月に、「えべつ型ＣＳ」が導入されるまでは、学校ごとに学校評議員と保

護者、地域住民からなる学校関係者評価委員会を設置し、評価を行っていましたが、現在

は、学校運営委員会の３つの機能（学校運営の基本方針を承認、学校支援、学校関係者評

価）の中で実施することとなっています。 

現在は、７月頃に教職員が目標や計画の進捗状況について中間反省を行い、その後、１

２月頃に、目標の達成状況や取組の適切さ等について教職員の間で自己評価します。 

また、多くの学校ではこの時期に、保護者や児童・生徒アンケートを行います。この結

果を踏まえ、１月頃に学校評価会議を各学校で行い、自己評価を確定させます。 

その後、１月から２月に学校運営委員会を開催して学校関係者評価を実施し、結果をホ

ームページや学校だよりなどで公表するとともに、市教委に報告することとしています。 
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令和２年度学校評価の結果について・・・【その２】（前号の続きです） 

学校関係者評価の中で出された、代表的な意見を紹介します。 
 

◎評価の項目設定、評価の個別または全般に対するもの 

・学校は頑張っている。できる範囲でやってきたので、全てＡでも良かった。自己評価

を低くつけすぎている。（北光小） 

・実態把握および自己評価・改善策は適切であった。（江別第一中） 
 
◎分野に関わる改善方策や日頃感じていることなど 

①保護者アンケートに関すること 

・web 回答実施の上で、回答率が高くなったことは良い傾向と考える。（対雁小） 

・「指導法の工夫改善を図り、児童の学力向上は図られているか」との項目だが、教師

と保護者の評価に差があり、先生方の思いと乖離しているようだ。少人数指導等、学

校の取組についてアピールすべき。（いずみ野小） 

②学校と地域・家庭との連携に関すること 

・子どもたちなりに現在の環境や生活様式に対応している実態があるので、「差別や偏

見がない環境づくり」や「がまんがあきらめにつながらない環境づくり」を大人が意

識して行動化していくよう、それぞれの立場で連携していきたい。（野幌若葉小） 

・学校だよりで細かい日常が発信され、コロナ禍でも精一杯の学校運営がなされている

と評価します。（江別第三中）        

③児童・生徒指導に関すること 

・制限された中で、児童の成長が順調に進むか心配であるが、学校が学びの保障に努め

ていることがわかった。（大麻東小） 

④教職員に関すること 

・大変な状況で、先生方は子どもたちのために本当によく取り組んでいる。今後も続け

てほしい。（大麻小） 

・昨今の時勢の中、教職員は大変だったと思うが、しっかり取り組んでいただいた。                          

（江別第二中） 

⑤教育課程・学習指導に関すること 

 ・夢をもって、未来を拓く児童の育成のために、キャリア教育の充実等適切な重点目標

が打ち出されている。次年度も、教職員一体となって、児童の育成に尽力していただ

きたい。（江別第一小） 

・プログラミング教育については、次年度もコロナの関係で大学で授業を受けるのは厳 

しいかもしれないが、教頭レベルで大学との関係は繋いでおいてほしい。（野幌中） 

⑥今日的な教育課題に関すること        

・部活動の活動時間や休養日をしっかりととって子どもたちも、先生方もしっかりと休

みをとってほしい。（大麻中） 

⑦その他         

・令和３年度に向けて、学校経営計画にもとづき、感染防止対応をとりながら、どのよ

うに学校運営を行っていこうとしているか方針を聞くことができた。（豊幌小） 
 
・特別支援教育の研修を全教職員で行ったのは素晴らしい。（江別太小）    
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